
黒体輻射

先日、バーベキューをや

りました。炭になかなか火

がつかず、苦戦しましたが、

炭はいったん火がつくと長

く火が保てます。炭は黒い

わけですが、「黒い物体ほ

ど、高温になるとまばゆく

光る」これを黒体輻射と言

います。高温の物体が閉じ

た箱を考え、「空洞放射」

ということもありますが、

黒体輻射と同じ意味です。

炭や鉄鉱石などの黒い物体

を高温にするとまばゆく光

る。溶接に使われているアー

ク放電を見ると、先端に炭

素棒が使われています。炭

素が高温になると直視でき

ないくらいの光を放ちます。

製鉄と黒体

ベッセマー転炉

転炉の発明により、鉄の時

代が始まる。

産業革命がはじまり、鉄

の時代が始まります。良い

鉄を作るには、温度制御が

欠かせません。１０００度

以上の高温を測るにはどう

したら良いのでしょう？

ドイツの科学者ウィーン、

イギリスのレイリーが、こ

の問題に挑戦します。彼ら

は、どうも色と温度とは関

係がある！と看破します。

着眼点はすばらしかったの

ですが、ウィーンとレイリー

の仮説は不十分でした。

量子仮説
ドイツのプランクはウィー

ンとレイリーの考え方を模

倣しながら「プランクの輻

射式」という完璧な理論を

打ち立てます。電子のエネ

ルギーは、プランク定数の

倍数になっています。つま

り電子のエネルギーは飛び

飛びの値をとるのですが、

物理の世界では「飛び飛び」

とは言わず「量子」と言い

ます。

⇒量子力学の始まり！！

プランクの理論によって、

光の性質がわかるようにな

り、メーザー★からレーザー

★★の発明に至ります。レー

ザーを使用してＣＤやＤＶ

Ｄが動作することは周知の

通り。すなわち、産業革命

で良い鉄を作る研究から、

ハイテク製品が生み出され

たことになります。

★メーザーとは、Microw

ave Amplification by Sti

mulated Emission of Rade

ationの頭文字を取って作

られた造語です。同じよう

に★★レーザーとは、Ligh

t Amplification by Stimu

lated Emission of Radeat

ionの頭文字を取って作ら

れた造語になります。

ヤングの実験

アルミホイルにカッター

で二本の切れ筋を入れます。

これにレーザーを照射する

と・・・・

干渉縞が現れました。ヤン

グのダブルスリットは、ア

ルミ箔で簡単に作れます。

回折格子を使うともっとはっ

きりと干渉効果を見る事が

できます。（下図）

ここで使用したレーザー

の波長は、635nm（635ナノ

メートル）です。6350Å

（オングストローム）とい

う単位もしばしば使われま

す。理由は、波長λをオン

グストロームで表しておく

と、光のエネルギーは1240

0/λ［eV］エレクトロン・

ボルトとたちどころに計算

できるメリットがあるから

です。

ヤングの実験にせよ、回折

格子にせよ、光は障害物の

後ろに回りこむことができ

ることがわかります。これ

が回折現象で、光が波であ

ることを示しています。

絶対温度

説明が後になってしまい

ましたが、物理・化学では

温度を「絶対温度」で測り

ます。絶対温度とは、摂氏

に273を足したもので、単

位はＫ（ケルビン）を用い

ます。プランクの輻射式で

も、温度はケルビンで測り

ます。「273」という数字

は、気体の膨張係数から出

てきた値です。気体が1℃

上昇すると、体積が1/273

だけ増加することから出て

きます。（上の表）

逆に冷やしていくと、1℃

下がるごとに体積が1/273

ずつ減少するわけで、-273

℃になると、理屈では体積

が0になってしまいます。

気体が消えてしまうことは

ないのに、体積が0という

ことになり矛盾！従って、

-273℃＝0Ｋ以下の温度は

存在しません。核断熱消磁

という方法を用いて、100

μK（マイクロケルビン）

などの極低温を作りますが、

0Ｋは実現できていません。

（極低温物理学）
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